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令和６年度 第２回福祉介護人材確保に向けた検討部会（資料） 

 

１ 介護に触れる機会を増やす取組み 

 ⑴ 出前講座 

  ① 高齢者分野（令和６年度の実績） 

   将来の介護人材の確保に向けた事業の一環として、小中学生を対象とした出前講座

「人生100年時代「介護」の仕事をのぞいてみよう」を開設している。 

   当該講座は、介護職として従事している職員が講師となり、高齢者疑似体験や車い

す乗車体験等を通じ、「介護」の仕事の社会的な意義や価値を説明するもの。 

月日 学校 協力事業所 内容 

5/14（火） 

13:35-15:25 

三和中 

2 年生 12 人 

特別養護老人ホーム 

幸寿苑 

１ 少子高齢化社会の抱える問題と

介護の仕事について説明。 

２ 高齢者の身体の特徴や介護技術

についての説明を受けながら、イ

ンスタントシニア体験、車いす体

験を実施。 

6/17（月） 

13:30-15:00 

小川小 

5 年生 34 人 

7/11（木） 

8:45-10:35 

 

好間高校 

福祉コース

選択者６名 

地域密着型 

特別養護老人ホーム 

サンシャインよしま 

 高齢者の身体の特徴や介護技術に

ついての説明を受けながら、移乗体

験（ボディメカニクス）を実施。 

10/10（木） 

8:45-10:35 

福島県理学療法士会 

いわき支部、 

福島県作業療法士会 

いわき支部、 

福島県言語聴覚士会 

いわき支部 

 福祉・介護に関わる職業の紹介、地

域で働くことや誰かを支える仕事や

働き方についての講義と実践 

9/3（火） 

8:25-10:15 

磐崎中 

1年生118人 

特別養護老人ホーム 

いわさき荘 

 高齢者の身体の特徴や介護技術に

ついての説明を受けながら、インス

タントシニア体験、車いす体験を実

施。 

9/10（火） 

10:00-11:30 

小名浜一中 

3 年生 36 人 

特別養護老人ホーム 

サニーポート小名浜 

9/24（火） 

10:30-12:20 

植田中 

3 年生 74 人 

特別養護老人ホーム 

せいざん荘 

 

  ② 障がい者分野（令和６年度の実績） 

   将来の福祉人材の確保に向けた事業の一環として、小中学校を対象とした出前講座

「みんなで考えよう～障がい者のふくし～」を実施しており、当該講座は、片マヒの疑

似体験を通じて、障がい者への理解を深めつつ、障害福祉分野への興味関心をもち、将

来の職業選択の一助としてもらうことを目的として開催しているもの。 
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月日 学校 協力事業所 内容 

6/17（月） 

10:30-12:10 

藤原小 

4 年生 21 人 

いわき基幹相談支援セ

ンター 

いわき障がい者相談支

援センター 

１ 障がいの種類の紹介及び障がい

者を取り巻く環境について説明。 

２ 日常生活において障がい者が困

っていること、それに対して自分

たちにできることについて考えな

がら、片マヒ体験を実施。 

9/3（火） 

8:25-12:20 

磐崎中 

1年生118人 

9/10（火） 

10:00-11:30 

小名浜一中 

3 年生 40 人 

9/24（火） 

10:15-12:20 

植田中 

3 年生 60 人 

9/26（木） 

10:25-12:05 

高野小 

4 年生 13 人 

9/26（木） 

13:30-14:30 

中央台南中 

3 年生 12 人 

10/18（金） 

10:30-11:30 

夏井小 

4 年生 17 人 

1/23（木） 

10:30-12:10 

小川小 

4 年生 24 人 

 

 ⑵ いのちの授業 

   医師会や医療介護の多職種が連携し、小中学生へ医療や介護、健康などについての授

業を展開していくことで、こどもたちに対し医療介護への理解を促す取り組みとして、

「いのちの授業」を実施している。（R7.1.17 現在、市内の小学校８校で実施） 

   うち、医療介護に関するものは次のとおり。 

月日 学校 協力事業所 内容 

1/17（金） 

13:25-14:10 

勿来二小 

5 年生 29 人 

そうごう薬局 

中岡店 

 医療・介護に関する授業 

 

 ⑶ サマーショートボランティア 

   社会福祉協議会において、例年夏休み期間を利用し、市内福祉施設等で３日間ボラン

ティア体験を行い、福祉の現状や課題を理解し今後のボランティア活動への積極的な

参加を促すことを目的に開催している。 

   本年度の実績は、次のとおり。 

  ① 開校式 ７/24（水） 

  ② 参加高校等 市内 11校、64 名 

  ③ 協力施設 28 施設（児童、障がい、高齢の各施設） 

  ④ 協力団体 ６団体 
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２ 職員の定着に向けた取組み 

 ⑴ 高齢者分野 

  ① ハラスメント対策について市ホームページで周知 

   介護職員が安心して働くことができる環境と、より良いサービスを継続して利用し

ていただけるよう、利用者やご家族に向けた介護サービスの適正な利用に係るお願い

リーフレットを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 事業所向けの「カスタマーハラスメント研修会」を次のとおり実施 

   ア 日時 令和７年２月 12日（水）14 時～17時 

   イ 場所 いわき産業創造館 企画展示ホール 

   ウ 講師 弁護士法人かなめ 畑山 浩俊 弁護士 

  ③ 介護職員の定着促進を目的に、在職５年未満の介護職員を対象に「介護の仕事の魅

力発見！研修」を次のとおり実施 

   ア 日時 令和７年２月 15日（土）10 時～17時 

   イ 場所 いわき産業創造館 企画展示ホール 

   ウ 講師 特定非営利活動法人町田市つながりの開 大平美和氏 他３名 

 ⑵ 障がい者分野 

  ① 人材確保セミナーの開催 

   いわき市自立支援協議会の専門部会である地域生活支援部会において、人材育成に

ついての研修会や人材確保に関するセミナーを複数回開催し、市内の福祉関連事業者

の人材不足解消に努めている。 

月日 内容 参加法人 講師 

7/29(月) 

13:00-17:00 

効果的な広報の方法

について 

・社会福祉法人いわき福音協会 

・社会福祉法人養生会 

・社会福祉法人容雅会 

・社会福祉法人育成会 

・特定非営利活動法人母子通園

センター 

特定非営利活動法

人ｿｰｼｬﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾜｰｸｽ 

理事 今泉 俊昭 

 

地域生活支援 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 坂本 建 

10/21(月) 

13:00-17:00 

人が辞めない組織づ

くり 

1/27(月) 

14:00-17:00 

業務効率化について 

契約時など、利用

者や家族と面談す

る機会に、事業所

のスタンプを押し

て啓発できるため

の余白。 
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「事業所」と「職員」の就業意識のギャップから見える介護人材確保対策について

行って
いる

効果が
あった

①

②

③

④

⑤ ①

②

③

④

⑤
オ

①

②

③

④

⑤

※

※

【良好な人間関係の構築】
コミュニケーションの円滑化
職場ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で価値観や行動基準を共有

【ワークライフバランスへの配慮】
残業削減、有給休暇取得促
本人の希望に配慮したシフト見直し等
休業･休暇･短時間労働などの法制度活用

【公正な能力評価】
賃金水準の向上
能力や勤務態度を賃金に反映★

▲

▲

▲補助制度があるロボット・ICT導入や、託児所設置等の子育て支援は、取組み事業
所が少ないためか、離職防止効果も低い。(補助事業のハードルが高いかも？）

１ 離職防止・職員定着に係る取組みについて

事業所が実施している職員の離職防止・定着促進を図る取組み調査において、事業所と介護労働者に同じ質問をしている箇所を抽出し、事業所が考える取組み効果と職
員の意識のギャップを考察する。

※ 公益財団法人介護労働安定センターによる「事業所における介護労働実態調査」と「介護労働者の就業実態と就業意識調査」を基にした比較検討

【 設 問 】

【事業所の回答】 【職員の回答】

離職防止に寄与
している

◎ ギャップが少ない(事業所の取組みが有効に働いている)

介
護
の
質

職
員
の
満
足
度

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

◎ ギャップがある(職員が評価している取組み)

◎ ギャップが大きい(新たな取組みとして要検討？)

【事業所ごとにアイデアが求められる】
現場の裁量で創意工夫を活かせる取組み
働きやすい設備・環境への改善
社内外で研修を受講できる機会の充実

これらの取組みを複合的に行うことで

★仕事外での交流が深められれば
更なる効果の期待できるかも？
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２ 介護ロボット・ICT機器の導入状況について

３ 介護ロボット・ICT機器の導入効果について
※ 大規模、入所系サービスでは、一定の

効果が見られるようだが、導入すれば効
果が約束されるものではない。

※ 勤務時間の短縮、業務活性化、介護の
質向上については、効果が見られない傾
向のため、業務見直しをキーワードに機
器の導入を図ることで、総合的な効果が
期待できるものと考えられる。

※ 補助制度はあるものの、導入コストが
高く、投資に見合うだけの効果が無いと
評価されている傾向も考えられる。

【 設 問 】

【 事 業 所 の 回 答 】 【 職 員 の 回 答 】

【 設 問 】

【 事 業 所 の 回 答 】 【 職 員 の 回 答 】

【使用されているICT機器】
利用者情報の入力･保存･転記の機能
職員間で報告･連絡･相談を行うためのｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ
シフト管理･勤怠管理･給与計算･配車管理等
ベッドセンサー
カメラ以外のセンサー
WIFI設備

◎ 事業所、介護労働者のギャップはない

【使用されていないICT機器】
入力した音声を文章に変える機能
カメラセンサー
インカム

比較的容易に
生産性向上が期待できる？

業務見直しをｷｰﾜｰﾄﾞに導入検討することで
生産性向上が期待できる？
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４ 外国人について 外国人労働者はいますか？

既に雇用している事業所は、継続して雇用する意向
雇用していない事業所は、今後の雇用意向が低い
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